
旧第８通学区の「高校の将来像を考える地域の協議会」について 

 

                                 高校教育課 

 

旧通学区ごとに設置を予定している「高校の将来像を考える地域の協議会」が県内

で初めて旧第８通学区に設置され、2018年６月４日に第１回協議会が開催された。 

 

１ 協議会の概要について  

（１）名    称  上伊那地域の高校の将来像を考える協議会 

（２）設置目的  旧第８通学区内の将来を見据えた高校の学びのあり方と、具体的

な高校の配置について、県教育委員会に対して意見及び提案をす

る。 

（３）設置形態  上伊那広域連合に設置し、上伊那広域連合と県教育委員会の共同

事務局とする。（別紙） 

（４）委員構成  市町村長、市町村教育長、産業界から選出された者に加えて、地

域振興局長、地区中学校長会長、地区高等学校長会長、地区小中

ＰＴＡ代表等 18名で構成し、会長は杉本幸治駒ヶ根市長が務め

る。（別紙） 

 

２ スケジュールについて（予定） 

・５回程度協議会を開催し、今年度中に地域案をまとめる。 

・検討にあたり、地域の住民や委員に含まれない諸団体などから意見聴取をすると

ともに、地域懇談会、パブリックコメントを実施する。 




